
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

令和２年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 
 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 地域防災力の向上 
事業主体 
（連絡先） 

筑北村商工会 
東筑摩郡筑北村坂北 2191-1 

事業区分 安全・安心な地域づくり 
事業タイプ ソフト・ハード 
総事業費  １，０９６，０３６円（うち支援金：８３４，０００円） 

 

① 防災意識の醸成 
②  
③ 
④ 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】 
コロナウイルス感染症の関係によ

り参加者を限定する事業となった

が、予定した事業はできた。 

【防災講演会講師】 

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

防災講演会参加者 １２名  
防災訓練参加者  １６名 
 

防災講演会（職場や地域・家庭における防災対策や防災意識の醸

成） 

開催日 令和 2 年 9 月 12 日（土） 午後２時００分～ 

会 場 筑北村福祉センター大会議室 

講 師 小久保晴代氏（フリーアナウンサー、防災アドバイザー） 

テーマ 災害を正しくイメージして正しく恐れる！ 

防災・減災セミナー 

防災訓練                                                                

開催日 令和 2 年 11 月 23 日（月：祝）午後１時００分～                               

会 場 筑北村商工会館前駐車場                                

内 容 避難用テント設置訓練、非常食の試食、発電機の操作   

（女性でも簡単に操作可能）  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

購入したテント並びに発電機は、次年度以降にも防災訓練に利用します。また、当村で万が一災

害が発生した場合は、テント・発電機の備品について提供していく。引き続き行政や消防署等と

連携し、万が一の災害後でも役に立つ講演会等を実施していきたい。 
 


